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あなたは小学生の頃、 

“感動”して泣いたことがありますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
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東日本大震災復興支援団体 愛チカラ           

ウィンターキャンプ子ども隊長 野田実里           

名古屋市立大学 1 年           

 

 

昨年の夏、福島のみなさんにとって“愛チカラ”という団体は決して信頼でき、安

心できる存在ではなかったと思います。23 日間を共に生きた私たちと子どもたちの

間には、目には見えないけれど、きっと一生切れる事のない繋がりを感じました。 

 

そして“福島っ子ウィンターキャンプ”の開催は当然のことであったと思います。 

 

今もなお福島県伊達市に暮らす子どもたちにとって、思いっきり外で遊べる環境

があること、家族や友達にも吐き出せない心の中を、打ち明けられる存在がいるこ

とは、子どもたちが笑顔になる為にどれほど重要なことなのか何度も心に突き刺さ

りました。 

 

今回のウィンターキャンプでも『ただ思いっきり遊んで、心の底から笑いたい。』と

いう子どもたちの素直な“思い”を再び感じました。そして、その奥にある深い“思

い”の存在に気付かされました。外で遊べないことが当たり前になり、友達との別

れを余儀なくされた子どもたちは、いきなり突きつけられた現実を受け入れる他

に、道は無かったのだと思います。 

今やもう彼らにとっては、大きすぎて抱えきれなくなってきているという事がひし

ひしと伝わってきました。 

 

このキャンプを通して私たちはこんなにも純粋で、素直な子どもたちと出会い、

一緒に生活できたことを誇りに思います。 

 

この報告書の中には、私たちから子どもたちへの感謝の気持ちと、愛情がいっ

ぱい詰まっています。私たちが共に生きている証を、イマここに記します。 
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僕たち私たちの生活  〜 6 日間の歩み 〜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちはゲレンデに積もった雪を両手に握り、友達と雪をかけ合い、雪の上

に寝転び、雪の感触を肌で確かめ合っていました。 

そんな中、ある子が「この雪触って大丈夫なの？」と言いました。 

一緒に参加したお母さんは、「ここの雪は食べていいんだよ！来年はシロップ持

ってきて食べたいね！」と子どもに言葉を返しました。 

その子は、薄れていた記憶を思い出したかのように、友達が待つ雪の中へ全力

で駆け出して行きました。 

 

初めは滑ることを怖がっていた子どもたち。転んでは立ち上がりを繰り返しなが

らも、前へ前へとがむしゃらに挑戦する姿は、本来の子どもの姿でした。 

思いっきり遊んだ子どもたちは、クタクタになり帰りのバスではほとんどの子ども

が眠っていました。 

その寝顔からは、どこか達成感に満ちているようでした。 

 

 

肌で感じた自然 
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2011 年 3 月 11 日。 

あの日までは、庭や畑に積もった雪

が子どもたちにとっては“遊び道具”で

した。それが、今は触れる事すら許され

ない…。 

あの日を境に自然と触れることがで

きなくなってしまった子どもたちは、雪

で遊ぶという本来の楽しみを見失いか

けているようでした。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北で育った子どもたちですが、スキーもスケートもほとんどの子が初めての体

験でした。野外のスケート場からは山が見え、空気はひんやりとし、子どもたちの

ワクワクとした気持ちが一層高まっていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンクの別の所では、ある女の子がわざと転び、氷の上にふと寝転がりました。

「気持ちいい？」と聞くと、空を見上げ、とても穏やかな顔で「気持ちいいー！」と言

いました。 

制限のない場所で、思うままに感じたままに遊べず、ゆっくりと空を見上げる事

ができなくなっている現実を、言葉では表現しきれないメッセージで、この子は私た

ちに伝えてくれました。 
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見上げた空の先に 

 

 

初めは氷の上に立つことがやっと

だった子どもたちですが、友達と手を

つなぎ、一歩一歩前へ滑り出しまし

た。 

遊びを通して“一緒に頑張る”とい

う事が子どもにとって大きな励みにな

るのは、当たり前の事です。新しいこ

とにチャレンジする機会が奪われて

いる事は子どもたちの成長にどれだ

けの影響があるのでしょうか…。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のキャンプの「自由時間」というプログラムは、普段の生活の中で、思いっき

り何かをするということから遠ざかってしまった子どもたちに、ただ当たり前の事を

当たり前のように過ごしてもらおうと企画されたものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

室内では楽器演奏など、自分が得意とする所に居場所をつくり、それぞれの遊

びをスタッフと一緒に楽しんでいました。 

3 月 11 日の震災が起きるまで、普通に出来ていたことが出来なくなったことへの

子どもたちなりの“不満”と“我慢”…。それら今まで溜めていたものをぶつけ、発散

しているようにも見えました。 

ただ自由に、思うがままに遊ぶことは、子どもたちの“心の健康”そのものです。 
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外で遊べるよろこび 

 

ここでは、時間や環境に縛られず

“遊ぶ”ということを何よりも大切にし

ました。 

目の前に積もっていた雪を片手

に、友達やお目当てのスタッフにめ

がけて雪を投げつけ大笑いし、ある

子はスタッフとボールを使って遊び、

バドミントンをして過ごしました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農協発祥の地で生まれ育った子どもたちは、採れたての新鮮な野菜やお米を食

べることが出来なくなってしまいました。「この食べ物は安全なのだろうか。」「自分

の体に害はないのだろうか。」と常に不安を抱えた環境で暮らすようになりました。 

本来であれば、育ち盛りである子どもたちにとって食べ物は“元気の源”であり、

野菜やお米が安全か危険かを考えずにたくさん食べ、子どもたちはたくましく育っ

ていくものです。 

キャンプ初日から最終日までスタッフの作る食事に対して「おかわり！」の声が

食堂をにぎやかにし、誰もが驚くほどに残飯がありませんでした。 

 

どこで採れたか分かっている野菜やお米を、不安から開放された所で食事がで

きた事で、子どもたちの身体だけでなく、心にも“栄養”が行き渡りました。 
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おかわり！  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは最後の夜、大きな声を出しながら大粒の涙を流しました。 

   

子どもたちの涙に色があり、それが見えるとしたら、心の声にもっと寄り添う事が

できるのかもしれません。 

  初めてキャンプに参加した子も 2 度目の参加の子も、お互いの経験を越え、ひと

つの心の声が涙に変わり溢れ出しました。 

   

みなさんは子どもの頃、感動して泣いたことはありますか？ 

 

 五感を研ぎ澄まし、心を震わせ、ことばにならない“思い”を大粒の涙にかえて泣

いたことはありますか？ 

  

 

 

  

 

 

 “感動”して涙する。 
 

 

 

 

 

 

人の痛みがわかる、人の努力がわかる、人の優しさがわかる。 

子どもたちの心は、確かに成長しています。 

  

2011 年 3 月 11 日に起きたあの出来事は、イマを生きる私たちに何を伝えようと

しているのでしょうか。 

 子どもたちの涙と心を通して私たちの心に問いかけるメッセージ… 。 

 

この旅は、 

まだ終わらない。 
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涙の色 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災復興支援団体 愛チカラ           

ウィンターキャンプ隊長 横倉亜美           

至学館大学 1 年           

 

 

このキャンプの中で、子どもたちは 10 年後の自分に宛てて手紙を書きました。

私たちが 10 年前考えもしなかった事を、子どもたちは考えていました。夜眠れなく

て泣き出してしまう子、体調が悪い訳ではないが保健室に行く子など、子どもたち

の声にならないメッセージが伝わってきました。 

 

私は、、みんながイキイキしていることが子どもたちの笑顔に繋がると感じ、環

境を整えることに力を注ぎました。 

 

最終日、子どもたちは大粒の涙を流しました。しかし、キャンプが始まる前はそ

の姿を想像することができませんでした。私は日頃子どもたちが、いかに苦しい状

況で生活してきたのかを考えさせられました。 

 

目に見えない放射能はストレスとなり、子どもたちの心からの笑顔や希望を奪っ

ていきました。私たちが子どもたちの幸せのために出来ることは、一緒に楽しく笑

いあうことだと強く感じています。 

 

だからこそ、これからも明るい未来のために支援は必要となります。 

 

愛チカラに協力してくださり、本当にありがとうございました。 

みなさんの支えがあり、無事ウィンターキャンプを終えることができました。一人

の思いではできないことが、みんなの心が響きあう事によって、何でもできる事を

実感しました。 

 

まだまだ未熟な私たちですが、これからも福島の子どもたちのためにご支援ご

指導の程、宜しくお願い致します。 
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むすびに 
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保護者から 

 

9 

 

        小国からの咲顔
え が お

           

                代表 大波尚美           

 

2011 年 3 月 11 日 あの震災は起こった。 

地震の被害はあまりなく、ほっとしたのもつかの間、原発の爆発があり、そこか

ら福島は変わってしまいました。 

その中で、子どもだけでも守りたいという強い気持ちで、3 週間という長いサマー

キャンプに、わらにもすがる思いで行かせた時の事を今でも鮮明に覚えています。 

子どもたちも親と離れて知らない土地へ行くという決心はなかなかつかないまま

での出発だったと思います。 

3 週間という長い日々、過ぎてみれば、スタッフと別れるのが辛くなるほどの絆が

出来ていたのには、正直驚きました。サマーキャンプの数日、私たちも参加させて

いただいて、それがよくわかりました。スタッフは、ほとんどが学生さんなのに子ど

もたちと正面から向き合い、ただ遊ぶだけでなく、泣いたり、笑ったり、語ったり…。 

事故のことで不安になり、イライラしている親の私たち以上と思う程の愛情で子

どもたちと生活してくれていたのでした。親も子どもも忘れていた気持ちや時間を

思い出させてくれた大切なキャンプでした。 

その後も、福島まで子どもたちに会いに来てくれたり、手紙や電話で、その距離

はどんどん近くなりました。 

放射能の問題は、ほとんど変わらないまま時が過ぎ、ウィンターキャンプの季節

になりました。出来る限りの協力をしたいというより、一緒につくりあげたいという気

持ちで私も参加させていただきました。ウィンターキャンプでは、サマーキャンプと

はまた違った手作りのあたたかさを感じるキャンプでした。子どもたちもサマーキャ

ンプ程の緊張もなく、本当の家族に久々に会ったように沢山甘えていました。 

その表情は皆、心から輝く素敵な咲顔でした。 

保護者の思いは、もちろん避難という意味もありますが、夏の時のような不安か

らの避難というより、楽しい休日を過ごしてほしいという願いに変わりつつあるよう

な気がします。 

サマーキャンプから今までを私なりに振り返ると、保護者の考えもそれぞれ変わ

りつつあり、これからのあり方を考えていく転機であるような気がしています。子ど

もたちの気持ちを尊重しつつも、現状と向き合いながらよりよいこれからを一緒に

つくりあげていけたらと思っています。そして、愛チカラの皆さんは、小さな力が集

まって、とても大きな愛となって子どもたちの生きるチカラになっていますので、こ

れからもその変わらない大きな愛で子どもたちと一緒に成長していって下さい。 

本当にありがとう！！出会えたことに感動
c a n  d o

！！です。 
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株式会社 中島工務店           

代表取締役 中島紀于           

         

  

去年の秋から何回も加子母へ足を運んで来る愛チカラの人達の熱心さに驚い

ていました。いよいよ暮れの 26 日の夕方、大勢の子どもたちがふれあいの館に着

いてもっと驚きました。 

元気な小学生達が大きなバスから次々と降りてきたのです。親とスタッフとで

100 人にもなりました。スタッフのみんながとてもまめまめしく世話するのを見て又

びっくり。食事やおやつを作り、スキー場に行ったり、ゲームをやったり、お風呂に

入れたり…。 

暮れの忙しい時で何もしてあげられなかった事を悔やんでいますが、温泉を汲

んで入って貰えた事だけでも良かったと思っています。 

閉会式では最後までゆっくりとみんなのお話を聞きました。特に子どもたちがス

タッフの人達の労をねぎらい、声を上げて泣き伏せる姿を見て、私もずっと涙を流

しつづけました。この子達の何時まで続くか分からない苦難の道を考えると、どうし

ようもない、やるせない気持ちが込み上げて来ました。 

なぜこんな事になってしまったのか。なぜこんな事になってしまうまで手を打たな

かったのか…。 

私達の地球は長いながい時間をかけて今になったのです。地球の営みは大変

デリケートな事柄がたくさん絡み合ってなされています。生きものも又そのデリケー

トな営みの中の一つなのです。だからデリケートな地球の営みに逆らうことなく、寄

り添って、従って生きるべきなのです。 

どんな寒い時でも雲が切れて太陽の光が差すととても暖かくなります。どんなに

寒い冬でも寒さに耐えて頑張っていると春が来ます。雪もとけてきれいな水になっ

て流れます。どんなに無理をしても自然には勝てません。自然のなりゆくままに、

自然にまかせて生きていく他には手は無いのです。 

この子どもたちも又、ずっと続いてきた自然の営みの中で生きていけるようにだ

けはしてやりたいと思わずにはいられません。 

協力者から 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災復興支援団体 愛チカラ        

大島巧        

 

先日、私にお手紙をくれた女の子がいました。 

「すべてがへんになっちゃったみたい。」 

 

つたない文字は、もう、精一杯でした。これこそが、本当の意味で憂うべく“未曽

有”であり、先は長い道のりであることを知らされました。 

がむしゃらになって一流のモノを手に入れてきたニッポン。とても大切な何かを

引き替えに、でも、それが豊かさの証であり、幸せの形であると信じた…。その振り

返りの機会が、今まさに来ています。 

私は、子どもたちの咲顔のため一途な学生たちの姿に魅せられて、この“家族”

の輪に入りました。次期親予備軍たちは、きっとまっすぐに、将来の彼ら自身の子

どもたちも育てていってくれることでしょう。そして、その未来につながる愛とチカラ

こそが、ニッポンを変えていく“原動力”になると信じています。 

 

 

 

東日本大震災復興支援団体 愛チカラ        

富田正美        

 

東日本大震災から一年が経ちましたが、あの大震災を受けて日本は変わったで

しょうか？何だか、想定外という言葉だけで片付けられてしまって、周りを見回して

みてもあまり変わっていないような気がします。 

しかし、一部の若者たちは、確実にこのままではいけないと感じ始めています。 

『愛チカラ』の学生たちは、全ての人に平等に与えられた 1 日 24 時間という時間

の中で、できる限り真実を実感するために自分にリミッターをつけないで、遊びゴコ

ロをもって、ワクワク、キラキラと活動をしています。 

彼らは今、歴史のページにまだ書かれていないことを書き込むために一生懸命

に模索をしている最中です。 

彼らは「勝ち組」にはなれないかもしれません。でも、彼らはきっと「価値組」であ

るとボクは確信しています。 

だから、私はそんな彼らが中核となった世の中を見るために、もう少しだけ長生

きをしたいと思っています。 

 

 

社会人サポーターから 
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あなたの“生きる”は何ですか？ 

 
 

「……10年後生きていますか？」 

 

この言葉は、子どもたちがウィンターキャンプ中に “10年後の自分”に宛てて書

いた手紙の一説です。 

 

2011 年 3 月 11 日から一年が経ち、私たちは今日も生きています。  

震災以降“生きる”とは何かを多くの方が見つめ直した事と思います。 

それは、大人や子どもといった、年齢による枠とは関係なく、それぞれの目線で

“生きる”を見つめ、思い悩んだ日々であった事でしょう。 この報告書の完成間近

に、ふと『このまま入稿しても良いものか…』と思い悩みました。  

支援をしている側の私たちは、どれだけ被災者のみなさんと向き合ったとしても

“当事者”としてのメッセージを残す事はできないのです。 

このキャンプに参加した子どもたちが、10 年後の自分へメッセージを書いた時、

夢を描けず頭を抱えながらやっとの思いで「生きていますか？」と記したこのメッセ

ージは、一生消える事のない過去となるのです。  

この心の傷は消えず、誰も触れる事はできません。自身で向き合わない限り

は、この傷は癒される事はないのです。 

一年、また一年と月日を重ねる度に、子どもたちがたくましく育ち、福島で生まれ

た自分自身を誇りに思う日が来る事を願っています。 

子どもたちが、この一年を振り返り書き綴った思いは、自身の中にある真っ白な

キャンパスに再び描きはじめた、未来に向けた感動の一筆です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年一年をふり返って 

こと 〜 
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今日で３月１１日 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原発の事があって 
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一年かんのおもい 
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３・１１からの１年 
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一年をふりかえって 
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東日本大震災から一年 
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 青井 里美 （さっとみん） 

石原 杏莉 （あんり）  

石原 なる美 （みんみん） 

岩井 沙織 （さおりん） 

上里 哲太郎 （てっつん） 

大井 優子 （たま） 

大島 巧 （おじサンタ） 

小原 有輝也 （ゆっきーや） 

片山 日香里 （ぴっかり） 

川瀬 美穂 （らしこ） 

北原 直樹 （おむすび） 

鬼頭 将大 （きとぅ） 

河内 智仁 （おにぃやん） 

小金沢 奈央 （なお） 

小島 琴雅 （こっちゃん） 

小林 明日香 （くろ） 

小森  舞 （ハーフィー） 

志治 友規 （なんなん） 

篠田 唯香 （だーゆか） 

柴田 結実子 （はな） 

椙岡 拓己 （ディッシュ） 

鈴木 理恵 （スー様） 

鈴木 流風 （るってぃ） 

高嶋 辰宜 （たっつん） 

高松 有希 （ゆきさん） 

東松 広岳 (とうまつさん) 

冨田 正美 （トミーさん） 

中嶋 良輔 （ちゃんきよ） 

野田 実里 （のだみ） 

橋本 直明 （なおくん） 

服部 誠司 （にんにん） 

林 竜人 （りゅうと） 

宮崎 彰顕 （ざっきー） 

御堂 大貴 （みどぅ） 

桃木 梢 （こずこず） 

矢野 江里 （エリーゼ） 

山本 祐里 （ゆりぃ） 

横倉 亜美 （あみぃ） 

50 音順 
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浅野 愛加 

泉 輝旭 

伊藤 水脈 

井上 沙樹 

奥村  奈穂美

加藤 沙耶 

川岡 大才 

神田 和也 

木村 淳史 

島立 翔 

露口 朱音 

土井 美咲 

中村 祐人 

野村 小百合 

樋口 敬祐 

松田 紗季 

御堂  奈津貴

宮島 美香 

久世 貴絵 

佐藤 和宏 

杉浦 真衣 

杉本 香保里 

副島 萌生 

高倉 彩奈重 

竹内 絵美 

竹内 啓祐 

坪井 保成美 

桃北 英雄 

山口 智美 

山地 健弘 

山村 章太 

吉村 康範 

渡辺 沙央子 

渡辺 光恵 

渡辺 優 

50 音順 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 
内木健さん 

中島紀于さん 

安藤直樹さん 

樋口一則さん 

樋口菊代さん 

大井孝市さん 

竹内正美さん 

中村浩さん 

伴野優蔵さん 

木村弘治さん 

浦西由希江さん 

善田奈緒さん 

小林恵さん 

小金沢行夫さん 

宮本弘一さん 

熊崎勝彦さん 

大島成則さん 

浅田昭茂さん 

浅田みほさん 

丹羽照夫さん 

奥土居光さん 

梅田敏子さん 

吉川登与子さん 

新田根康さん 

近藤貞恵さん 

杉浦優子さん 

バルーンパフォーマー哲さん 

揖斐信輔さん 

杉浦宣之さん 

飯田恵司さん 

スティール真知子さん 

谷岡曜子さん 

加子母のボランティアのお母さん方 
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・小国からの咲顔 
 
 
 
・愛知県防災危機管理課 
・福島県伊達市 
・福島県伊達市教育委員会 
・岐阜県中津川市 
・岐阜県中津川市加子母総合事務所 
・加子母研修交流施設「ふれあいのやかた かしも」 
・岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場 
・恵那市スポーツ少年団事務局 
・半田市立亀崎中学校 
・医療法人 広川レディスクリニック 
 
 
 
・株式会社中島工務店 
・株式会社大木家 
・株式会社エフエムアライアンス 
・株式会社グランディール 
・株式会社矢作新報社 
・中央市場総合食品センター 
・有限会社マルトー食品 
・細江観光 
・山下寝具株式会社 
・株式会社 EHS 
・ヤマキ製茶 
・有限会社ＩＳＯ 
・名鉄観光サービス株式会社 
・Anbusa International, Inc 
・スターシャル教育研究所 
・吉村商店 
・紙文総合販売株式会社 
・たまご村 
・株式会社ガロ・コーポレーション 
・株式会社オールスター観光 
 
 
 
・道の駅加子母 
・付知峡倉屋温泉 おんぽいの湯 
・学校法人 至学館大学・短期大学部 
・国際ソロプチミスト 愛知ガーデニア 
・モンデウス飛騨位山スノーパーク 
・モンデウス位山スキー学校 
・谷岡郁子事務所 
・武並町まちづくり町民議会食農部会 
・名城大学ボランティア協議会 
・和太鼓海燕 
・石ヶ瀬会館 
・織と染 むらせ 
・東美濃農業協同組合 加子母支店 
・中京大学 国際英語学部 金ゼミ一同 
・セブンラブ（カラオケ店） 
・イタリア料理 ＩＬ ＦＩＯＲＥ（イル フィオーレ） 
・チャリティサンタ 

協力機関 

協力企業 

 

共催 

 

協力団体 

 



 

 

  日本の未来を担う“学生”が主役の活動です― 

当団体愛チカラは、3月11日に起きた東日本大震災をきっかけとし、愛知県内の学生と社会

人が集まり、復興支援を自発的に行う団体として設立致しました。主に、学生が主役となって

活動し、それを後方から社会人がサポートするといったスタイルが当団体の特色であり、立場

や世代を越えたメンバーが支え合い、自己の成長につなげ、一日も早い復興を目指し日々

活動を行っています。 

担当  青 井 里 美 

小林 明日香 

矢 野 江 里 

学生コーチ  鈴 木 理 恵 

 

お問い合わせ 

東日本大震災復興支援団体 愛チカラ 
代表 石原杏莉   副代表 柴田結実子 

 

〒460-0017 名古屋市中区松原 1-3-5 605 号 

T E L ： 052-222-4311 

E-mail ： aichikara2011@gmail.com 

U R L ： http://www.ai-chikara.com/ 

（愛知県防災ボランティアグループ 23 防危第 98-1 号） 

 

『愛チカラ』とは 

 


